
別紙１－１ 令和 年度

施設名称：

○ 特に異常なし ○ 以下の箇所について異常あり ※１

○ ○ ○ ○

※２ ○ ○ ○

○ 特に異常なし ○ 以下の箇所について異常あり

○ ○ ○ ○

※２ ○ ○ ○

凡例　※１　該当する方を「●」とする。

　　　※２　異常なし：「○」　　異常有り：「●」　　該当無し：「－」を記入する。

　　　※３　点検の結果、異常があった部材について、点検シート（建築、電気、機械）から内容を転記する。

点検シート総括表　（　　／　　）

建 物 名 称 点検実施日 令和　　年　　月　　日

重点管理部材の状況
屋上面（防水）

シーリング 天井 オイルタンク

外壁（その他）

点検者

区　　分 部材名称 該当場所 異常の内容 摘　　　　　　　要

点検結果

屋根 外壁（タイル・石）

該当場所 異常の内容 摘　　　　　　　要

点検結果

建 物 名 称 点検実施日 令和　　年　　月　　日 点検者

重点管理部材の状況
屋上面（防水） 屋根 外壁（タイル・石） 外壁（その他）

シーリング 天井 オイルタンク

区　　分 部材名称



点検シート（建築　1／7）

施設名称 点検実施日

建物名称 点　検　者

１　敷地及び地盤

－ － ● (1)

地盤 目視により確認する。 建築物周辺に陥没があり、
安全性を著しく損ねてない
か。

－ － ● (2)

敷地 目視により確認する。 配水管等の詰まりによる汚
水の溢れ等により衛生上問
題がないか。

－ － ● (3)

敷地内の通路及び駐車場 目視により確認する。 敷地内の通路に支障物がな
いか。

－ － ● (4)

目視により確認する。 ・人の通行及び物品の運搬
　等に支障を及ぼすき裂、
　損傷等がないか。
・コンクリート、タイル、
　石、アスファルト等の表
　層材料にはく離がない
　か。
・出入口ミラー､区分の白
　線の視認性に支障がない
　か。
・車止めにぐらつきがない
　か。
・側溝等に傾き、変形、
　損傷がないか。

－ － ● (5)

塀 目視により確認する。 著しいひび割れ、破損又は
傾斜がないか。

－ － － (6)

擁壁 必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・著しい傾斜、ひび割れが
　ないか。
・目地部より土砂が流出し
　ていないか。

－ － ● (7)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し、目視により確認する
とともに、手の届く範囲は
必要に応じて鉄筋棒等を挿
入し確認する。

水抜きパイプに詰まりがな
いか。

－ － ● (8)

植栽 目視により確認する。 植栽に枯れ､傾き､病害虫の
発生がないか。

－ － ● (9)

・目視及び触診により確認
　する。
・作動により確認する。

・転倒の恐れがある傾斜が
　ないか。
・き裂、その他の損傷、
　腐食、接合部における
　緩みがないか。
・錆、損傷がないか。
・作動不良がないか。

－ － ● (10)

目視により確認する。 建築物等の浸水を防御する
機能上に支障を及ぼす恐れ
があるき裂、その他の損
傷、変形、腐食がないか。

２　建築物の外部

－ － ● (1)

基礎 ・目視により確認する。
・建具の開閉具合等により
　確認する。

・地盤沈下に伴う著しいひ
　び割れがないか。
・建具開閉等に支障がない
　か。

－ － ● (2)

目視により確認する。 ・束石等にずれがないか
・コンクリート面に鉄筋露
　出、著しいひび割れ、欠
　損等がないか。

－ － ● (3)

土台（木造に限る） ・目視により確認する。
・建具の開閉具合等により
　確認する。

・土台にたわみ、傾斜等が
　ないか。
・建具開閉等に支障がない
　か。

－ － ● (4)

・目視により確認する。
・手の届く範囲を打診等に
　より確認する。

・木材に著しい腐朽、損傷
　、虫害がないか。
・緊結金物に著しい錆、腐
　食等がないか。

－ － ● (5)

外壁 躯体等 必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・木材に著しい腐朽、損傷
　、虫害がないか。
・緊結金物に著しい錆、腐
　食等がないか。

長期
保全
対象
※１

植栽の状況

重点
管理
部材
※２

擁壁その他これらに類する
工作物
・門扉
・フェンス
・国旗掲揚塔
・鉄塔

外観及び作動状況

災害応急対策を行うために
必要な建築物等

水防板、水防壁、逆流防止
弁その他の水防設備の外観

部材名称等
（点検場所）

地盤沈下等による不陸、傾
斜等の状況

【木造】
外壁躯体の劣化及び損傷の
状況

施　設
コード

建　物
コード

該当
有無

備　　考
（対策等）

番

号

土台の沈下等の状況

基礎の沈下等の状況

土台の劣化及び損傷の状況

・駐車場、車路の外観
・歩道、玄関ポーチ等の
　外観
・手すり、視覚障害者誘
　導用ﾌﾞﾛｯｸ等の外観
・側溝、マンホール、排
　水桝の外観

敷地内の通路の支障物の状
況

基礎の劣化及び損傷の状況

点検方法 判定基準
異常
有無
※３

異常の内容　※４

敷地内の排水の状況

組積造の塀又は補強コンク
リートブロック造の塀等の
劣化及び損傷の状況

点検事項

擁壁の劣化及び損傷の状況

擁壁の水抜きパイプの維持
保全の状況

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。



点検シート（建築　2／7）

長期
保全
対象
※１

重点
管理
部材
※２

部材名称等
（点検場所）

該当
有無

備　　考
（対策等）

番

号
点検方法 判定基準

異常
有無
※３

異常の内容　※４点検事項

・れんが、石等に割れ、ず
　れ等がないか。

・目地及び他の材料との
　取合部におけるき裂、
　緩みがないか。
・建築物の傾斜、沈下によ
　る変形がないか。

・目地モルタルに著しい欠
　落がないか。
・ブロック積みに変位等が
　ないか。
・鉄筋の錆が流れ出て
　いるき裂､損傷又は変形
　がないか。
・建築物の傾斜、沈下によ
　る変形がないか。

・鋼材に著しい錆、腐食等
　がないか。

・柱の脚部のコンクリート
　に鉄筋の錆が流れ出てい
　るなど耐久性を損なう恐
　れのあるき裂がないか。
・柱、梁に変形がないか。
・アンカーボルトに腐食、
　損傷等がないか。
・鉄骨の部材の接合部に緩
　みがないか。
・建築物の傾斜、沈下によ
　る変形がないか。

・コンクリート面に鉄筋露
　出、著しい白華、ひび割
　れ、欠損等がないか。
・鉄筋の錆が流れ出て
　いるき裂その他耐久性
　を損なう恐れのある
　き裂がないか。
・柱、梁に変形がないか。
・建築物の傾斜、沈下によ
　る変形がないか。

● ● ● (10)

外装仕上げ材等 ・開口隅部、水平打継部、
　斜壁部等のうち手の届く
　範囲は、打診等により確
　認する。
・その他の部分は、必要に
　応じて双眼鏡等を使用し
　目視により確認する。
・異常が認められた場合は
　、落下により歩行者等に
　危害を加える恐れのある
　部分を全面的に打診等に
　より確認する。

・外壁タイル等に剥落等が
　ないか。
・著しい白華、ひび割れ、
　浮き等がないか。

● ● ● (11)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

ひび割れ、欠損等がない
か。

● ● ● (12)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

パネル面、取合い部が著し
い錆等により変形していな
いか。

● ● ● (13)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

錆汁を伴ったひび割れ、欠
損等がないか。

● ● ● (14)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・仕上げ材料､附属物その
　他に落下の恐れがあるき
　裂、損傷､変形､浮き、腐
　食等がないか。
・接合部に緩みがないか。

● ● ● (15)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・シーリング目地の硬化
　やひび割れによる漏水、
　欠損等がないか。

・サッシ等の腐食、ネジ等
　の緩みにより変形してな
　いか。
・開閉不良、施錠、解錠の
　不良がないか
・気密性を損ない､かつ､室
　内環境に悪影響を及ぼす
　き裂その他の損傷等がな
　いか。

● ● ● (17)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・シーリング目地の硬化
　やひび割れによる漏水、
　欠損等がないか。

－ － ● (18)

・目視により確認する。
・開閉により確認する。

センサー､制動装置その他
の安全装置に作動不良がな
いか。

－ － ● (6)

【金属系パネル】
（帳壁を含む）
劣化及び損傷の状況

－

【鉄骨造】
外壁躯体の劣化及び損傷の
状況

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

－ ●

●●

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

(9)

【鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造】
【鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造】
外壁躯体の劣化及び損傷の
状況

【その他仕上げ材】
劣化及び損傷の状況
・塗装類
・外断熱材
・木材類

(7)－

－ ●

－ ●

－

－

【タイル、石貼り等、モル
　タル等】
（乾式工法を除く）
劣化及び損傷の状況

【乾式工法によるタイル、
　石貼り等】
劣化及び損傷の状況

(16)

窓サッシ等
・外部窓サッシ
・外部ドア
・天窓
　（トップライト）
・カーテンウォール
・外部自動扉
・外部シャッター

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

【コンクリート系パネル】
（帳壁を含む）
劣化及び損傷の状況

自動扉、シャッターの作動
状況

・必要に応じて双眼鏡等を
　使用し目視により確認す
　る。
・開閉により確認する。

サッシ等の劣化及び損傷の
状況

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

【組積造】
外壁躯体の劣化及び損傷の
状況

(8)

【その他仕上げ材】
劣化及び損傷の状況
・シーリング

シーリングの劣化及び損傷
の状況

【補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造】
外壁躯体の劣化及び損傷の
状況

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。



点検シート（建築　3／7）

長期
保全
対象
※１

重点
管理
部材
※２

部材名称等
（点検場所）

該当
有無

備　　考
（対策等）

番

号
点検方法 判定基準

異常
有無
※３

異常の内容　※４点検事項

－ － ● (19)
外壁に緊結された広
告板、空調室外機等

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

機器本体に著しい錆、腐食
がないか。

－ － ● (20)

・必要に応じて双眼鏡等を
　使用し目視により確認す
　る。
・手の届く範囲を打診等
　により確認する。

・支持部分に緊結不良がな
　いか。
・緊結金物に著しい錆、腐
　食等がないか。

－ － ● (21)

庇、軒天井 必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・仕上げ材料､附属物その
　他に落下の恐れがあるき
　裂、損傷､変形､浮き、腐
　食等がないか。
・接合部に緩みがないか。

－ － ● (22)

屋外階段、タラップ ・目視及び触診により確認
　する。
・歩行により確認する。

歩行・昇降上の支障となる
ひび割れ、錆その他の腐食
がないか。

３　屋上及び屋根

● ● ● (1)

屋上面 目視により確認する。 ・歩行上危険なひび割れ、
　反りがないか。
・伸縮目地材が欠落し植物
　が繁茂していないか。

－ － ● (2)

屋上周り（屋上面を除く） ・目視により確認する。
・打診等により確認する。

・モルタル等の仕上げ材に
　著しい白華、ひび割れ等
　がないか。
・パネルが破損していない
　か。

－ － ● (3)
・目視により確認する。
・打診等により確認する。

モルタル面に著しいひび割
れ、欠損等がないか。

－ － ● (4)

・目視により確認する。
・打診等により確認する。

・笠木に著しい錆、腐食が
　ないか。
・笠木接合部に緩みがあり
　部分的に変形していない
　か。

－ － ● (5)

目視及び触診により確認す
る。

・仕上げ材料､附属物その
　他に落下の恐れがある
　き裂、損傷､変形､浮き、
　腐食がないか。
・接合部における緩みが
　ないか。

・排水溝のモルタルに著し
　いひび割れ、浮き等がな
　いか。

・ルーフドレン及びといに
　排水不良がないか。

● ● ● (7)

屋根 ・必要に応じて双眼鏡等を
　使用し目視により確認す
　る。
・打診等により確認する。

・屋根ふき材に割れがない
　か。
・緊結金物に著しい腐食等
　がないか。

－ － ● (8)

・目視により確認する。
・打診等により確認する。

・機器、工作物本体、これ
　らと屋上及び屋根との接
　合部に著しい錆、腐食等
　がないか。

－ － ● (9)

・目視により確認する。
・打診等により確認する。

・支持部分に緊結不良、緊
　結金物に著しい腐食等が
　ないか。
・コンクリート基礎等に著
　しいひび割れ、欠損等が
　ないか。

－ － ● (10)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・漏水､変形､錆その他の
　腐食､シーリングの破断
　がないか。
・接合部における緩みがな
　いか。
・部材にずれ、変形がない
　か。

－ － ● (11)

植物根の損傷､排水､生育､
灌水設備の損傷を目視によ
り確認する。

・排水溝､ドレンに植栽土､
　枯葉等の堆積がないか。
・植栽に生育不良､枯損、
　病害虫の発生、雑草の
　生育がないか。
・灌水、散水設備の損傷、
　作動不良がないか。

４　建築物の内部

－ － ● (1)

防
火
区
画

防火区画の外周部 目視により確認する。 耐火構造の外壁等、防火設
備に損傷がないか。

屋根の劣化及び損傷の状況

屋上緑化設備の外観及び作
動状況

屋外階段、タラップの外観
及び固定状況

屋上面の劣化及び損傷の状
況

パラペットの立上り面の劣
化及び損傷の状況

笠木モルタル等の劣化及び
損傷の状況
金属笠木の劣化及び損傷の
状況

手すり、丸環等の外観及び
固定

支持部分等の劣化及び損傷
の状況

●

防火区画を構成する耐火構
造の外壁等、防火設備の劣
化及び損傷の状況

機器本体の劣化及び損傷の
状況

その他建築物の屋外に取り
付けるもの

排水溝（ドレーンを含む）
の劣化及び損傷の状況

・目視により確認する。
・打診等により確認する。

－ (6)

機器、工作物本体及び接合
部の劣化及び損傷の状況

機器及び工作物
・冷却等設備
・広告塔等
・建築設備の囲障
　（ルーバー等）

支持部分等の劣化及び損傷
の状況

－

庇等の外観

エキスパンションジョイン
ト金物等の外観

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。



点検シート（建築　4／7）

長期
保全
対象
※１

重点
管理
部材
※２

部材名称等
（点検場所）

該当
有無

備　　考
（対策等）

番

号
点検方法 判定基準

異常
有無
※３

異常の内容　※４点検事項

－ － ● (2)

躯体等 必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・木材に著しい腐朽、損傷
　若しくは虫害がないか。
・緊結金物に著しい錆、腐
　食等がないか。

－ － ● (3)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

れんが、石等に割れ、ずれ
等がないか。

－ － ● (4)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・目地モルタルに著しい欠
　落がないか。
・ブロック積みに変位がな
　いか。

－ － ● (5)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

鋼材に著しい錆、腐食等が
ないか。

－ － ● (6)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

コンクリート面に鉄筋露
出、著しい白華、ひび割
れ、欠損等がないか。

－ － ● (7)

目視により確認する。 ・室内の仕上げに内装材
　のずれ､あばれ､き裂､
　浮き､剥離等がないか。
・漏水による劣化、損傷
　がないか。

－ － ● (8)

準耐火構造の壁、耐
火構造の壁（防火区
画を構成する壁等に
限る）

目視により確認する。 各部材、接合部に穴、破損
がないか。

－ － ● (9)

・設計図書等により確認す
　る。
・点検口等から目視により
　確認する。

耐火被覆の剥がれ等により
鉄骨が露出していないか。

－ － ● (10)

床 躯体等 目視により確認する。 ・木材に著しい腐朽、損傷
　若しくは虫害がないか。
・緊結金物に著しい錆、腐
　食等がないか。

－ － ● (11)

目視により確認する。 鋼材に著しい錆、腐食等が
ないか。

－ － ● (12)

目視により確認する。 コンクリート面に鉄筋露
出、著しい白華、ひび割
れ、欠損等がないか。

－ － ● (13)

目視により確認する。 使用上の支障となるき裂、
その他の損傷､変形、腐食
がないか。

－ － ● (14)

準耐火構造の床、耐
火構造の床（防火区
画を構成する床の限
る）

目視により確認する。 各部材、接合部に穴、破損
がないか。

－ － ● (15)

視覚障害者誘導用ﾌﾞ
ﾛｯｸ等

目視及び歩行により確認す
る。

・視覚障がい者の誘導等に
　支障となるはく離､浮き
　がないか。
・変退色がないか。

－ － ● (16)

床点検口 目視及び歩行により確認す
る。

・がたつきがないか。
・開閉不良がないか。

・室内に面する部分の仕上
　げに浮き、たわみ等の劣
　化、損傷がないか
・剥落等がないか。
・漏水による劣化、損傷
　がないか。

－ － ● (18)

目視により確認する。 防火設備の変形、損傷によ
り遮炎性能、遮煙性能に支
障がないか。

－ － ● (19)

・各階の主要な防火設備の
　閉鎖、作動を確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

防火設備が閉鎖、作動する
か。

－ － ● (20)

目視により確認する。 物品が放置されていること
により防火設備の閉鎖、作
動に支障がないか。

－ － ● (21)

目視により確認する。 常時閉鎖の防火戸が開放状
態に固定されていないか。

－ － ● (22)

・目視により確認する。
・開閉により確認する。

・開閉不良、施錠、解錠の
　不良がないか
・気密性を損ない､かつ､室
　内環境に悪影響を及ぼす
　き裂その他の損傷等がな
　いか。

部材の劣化及び損傷の状況

【木造の壁】
室内に面する部分の躯体の
劣化及び損傷の状況

鉄骨の耐火被覆の劣化、損
傷の状況

部材の劣化及び損傷の状況

【鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の床】
【鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の床】
躯体の劣化及び損傷の状況

【補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造の
　壁】
室内に面する部分の躯体の
劣化及び損傷の状況

【鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の壁】
【鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の壁】
室内に面する部分の躯体の
劣化及び損傷の状況

常時閉鎖の防火戸の固定の
状況

閉鎖、作動の障害となる物
品の放置の状況

壁
の
室
内
に
面
す
る
部
分

本体と枠の劣化及び損傷の
状況

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ部
材等の外観及び固定

点検口の部材の外観、固定
及び作動

床材料の外観及び固定

内部建具
・内部窓
・内部ドア
・内部自動扉

サッシ等の劣化及び損傷の
状況

内装壁仕上げ材等の外観及
び固定状況

【鉄骨造の壁】
室内に面する部分の躯体の
劣化及び損傷の状況

【木造の床】
躯体の劣化、損傷の状況

天井 建築物の天井の室内
に面する部分
（内装制限を受ける
部分を含む）

室内に面する部分の仕上げ
の劣化、損傷の状況

【鉄骨造の床】
躯体の劣化及び損傷の状況

【組積造の壁】
室内に面する部分の躯体の
劣化及び損傷の状況

・必要に応じて双眼鏡等を
　使用し目視により確認す
　る。
・打診等により確認する。

防火設備（防火戸、シャッ
ターその他これらに類する
ものに限る）

防火設備の閉鎖、作動の状
況

－ ● ● (17)

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。



点検シート（建築　5／7）

長期
保全
対象
※１

重点
管理
部材
※２

部材名称等
（点検場所）

該当
有無

備　　考
（対策等）

番

号
点検方法 判定基準

異常
有無
※３

異常の内容　※４点検事項

－ － ● (23)

・必要に応じて双眼鏡等を
　使用し目視により確認す
　る。
・触診により確認する。

懸垂物に著しい錆、腐食、
緩み、変形等がないか。

－ － ● (24)

目視により確認する。 防火設備の閉鎖に支障がな
いか。

－ － ● (25)
目視により確認する。 採光の妨げとなる物品が放

置されていないか。

－ － ● (26)

・各階の主要な換気設備の
　作動を確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

換気設備が作動するか。

－ － ● (27)

目視により確認する。 換気の妨げとなる物品が放
置されていないか。

－ － ● (28)

3 年以内に実施した劣化状
況調査の結果を確認する。

・表面の毛羽立ち、繊維の
　くずれ、たれ下がり、下
　地からの浮き、剥離等が
　ないか。
・3 年以内に劣化状況調査
　が行われているか。

－ － ● (29)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

石綿飛散防止剤、囲い込み
材に亀裂、剥落等の劣化、
損傷がないか。

５　避難施設等

－ － ● (1)
廊下 目視により確認する。 避難の支障となる物品が放

置されていないか。

－ － ● (2)

出入口 目視により確認する。 物品が放置されていること
により扉等の開閉に支障が
ないか。

－ － ● (3)
避難上有効なバルコニー ・目視により確認する。

・打診等により確認する。
著しい錆、腐食がないか。

－ － ● (4)
目視により確認する。 避難に支障となる物品が放

置されていないか。

－ － ● (5)

目視及び作動により確認す
る。

・避難ハッチが開閉でき
　るか。
・避難器具が使用できる
　か。

－ － ● (6)

目視により確認する。 ・通行に支障となる物品
　が放置されていないか。
・バルコニー、付室に物
　品が放置されていない
　か。

－ － ● (7)
目視により確認する。 歩行上支障があるひび割

れ、錆、腐食等がないか。

－ － ● (8)

・各階の主要な排煙設備の
　作動を確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

排煙設備が作動するか。

－ － ● (9)

目視及び作動により確認す
る。

・外気に向かつて開くこと
　ができる窓が開閉する
　か。
・物品により排煙に支障が
　ないか。

－ － ● (10)

屋外に設けられた避難階段 目視及び設計図書等により
確認する。

開放性が阻害されていない
か。

－ － ● (11)
防煙壁 目視により確認する。 防煙壁にき裂、破損、変形

等がないか。

－ － ● (12)

・各階の主要な可動式防煙
　壁の作動を確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

可動式防煙壁が作動する
か。

－ － ● (13)

排煙設備 ・各階の主要な排煙設備の
　作動を確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

排煙設備が作動するか。

－ － ● (14)

・目視により確認する。
・開閉を確認する。

・排煙口が開閉するか。
・物品により排煙に支障が
　ないか。

換気設備の作動の状況

換気の妨げとなる物品の放
置の状況

囲い込み又は封じ込めによ
る飛散防止措置の劣化及び
損傷の状況

懸垂物等 懸垂物等の落下防止対策の
状況

階段各部の劣化及び損傷の
状況
付室の排煙設備の作動の状
況

付室の外気に向かって開く
ことができる窓の状況

防火設備の閉鎖の障害とな
る懸垂物等の状況

物品の放置の状況

物品の放置の状況

採光の妨げとなる物品の放
置の状況

排
煙
設
備
等

物品の放置の状況

石綿等を添加した建築材料

避難器具の操作性の確保の
状況

吹付け石綿等の劣化の状況

階段
（特別避難階段を含む）

手すり等の劣化及び損傷の
状況

可動式防煙垂れ壁の作動の
状況

排煙設備の作動の状況

自然排煙口の維持保全の状
況

防煙垂れ壁の劣化及び損傷
の状況

開放性の確保の状況

物品の放置の状況

居室の採光及び換気

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。



点検シート（建築　6／7）

長期
保全
対象
※１

重点
管理
部材
※２

部材名称等
（点検場所）

該当
有無

備　　考
（対策等）

番

号
点検方法 判定基準

異常
有無
※３

異常の内容　※４点検事項

－ － ● (15)
非常用の進入口等 目視により確認する。 物品が放置され、進入に支

障がないか。

－ － ● (16)

非常用エレベーター ・各階の主要な排煙設備の
　作動を確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

排煙設備が作動するか。

－ － ● (17)

・目視により確認する。
・開閉を確認する。

・外気に向かつて開くこと
　ができる窓が開閉する
　か。
・物品により排煙に支障が
　ないか。

－ － ● (18)
目視により確認する。 乗降ロビーに物品が放置さ

れていないか。

－ － ● (19)

・非常用エレベーターの作
　動を確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

非常用エレベーターが作動
するか。

６　その他

－ － ● (1)

膜構造建築物の膜
体、取付部材等

・必要に応じて双眼鏡等を
　使用し目視により確認す
　る。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

膜体に破れ、雨水貯留、接
合部の剥がれ等がないか。

－ － ● (2)

・必要に応じて双眼鏡等を
　使用し目視により確認す
　る。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

膜張力又はケーブル張力が
低下していないか。

－ － ● (3)

免震構造建築物の免
震層及び免震装置

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

鋼材部分に著しい錆、腐食
等がないか。

－ － ● (4)

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・上部構造の水平移動に支
　障がある状態となってい
　ないか。
・障害物がないか。

－ － ● (5)

制震構造建築物等の
制震装置

目視により確認する。 ・部材及び機構のき裂、
　その他の損傷、変形、
　腐食がないか。
・これらの接合部におけ
　る緩みがないか。

－ － ● (6)

煙突 建築物に設ける煙突 必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する

煙突本体、建築物との接合
部に著しいひび割れ、肌分
かれ、錆、腐食等がない
か。

－ － ● (7)
必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する

付帯金物に著しい錆、腐食
等がないか。

－ － ● (8)

6mを超える煙突
（支線等を含む）

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する

煙突本体に鉄筋露出、腐
食、著しい錆、錆汁、ひび
割れ、欠損等がないか。

－ － ● (9)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する

アンカーボルト等に著しい
錆、腐食、緊結不良等がな
いか。

－ － ● (10)

目視により確認する。 支障となるき裂､その他
の損傷､変形､腐食、汚損､
変退色がないか。

７　昇降機設備等

● － ● (1)

搬
送
設
備

ロープ式エレベー
ター

・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・関係法令に基づく点検

● － ● (2)

油圧式エレベーター ・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・関係法令に基づく点検

● － ● (3)

段差解消機 ・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・関係法令に基づく点検

乗降ロビーの付室の外気に
向かって開くことができる
窓の状況

煙突本体及び建築物との接
合部の劣化及び損傷の状況

そ
の
他
の
設
備
等

制振装置の外観

付帯金物の劣化及び損傷の
状況

煙突本体の劣化及び損傷の
状況

付帯金物の劣化及び損傷の
状況

屋内及び屋外の案内表示 案内表示の外観

膜体及び取付部材の劣化及
び損傷の状況

膜張力及びケーブル張力の
状況

免震装置の劣化及び損傷の
状況（免震装置が可視状態
にある場合に限る）

・関係法令に基づく点検

・関係法令に基づく点検

・関係法令に基づく点検

特
殊
な
構
造
等

物品の放置の状況

非常用エレベーターの作動
の状況

上部構造の可動の状況

乗降ロビーの排煙設備の作
動の状況

非常用の進入口等の維持保
全の状況

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。



点検シート（建築　7／7）

長期
保全
対象
※１

重点
管理
部材
※２

部材名称等
（点検場所）

該当
有無

備　　考
（対策等）

番

号
点検方法 判定基準

異常
有無
※３

異常の内容　※４点検事項

● － ● (4)

いす式階段昇降機 ・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・関係法令に基づく点検

● － ● (5)

エスカレーター ・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・関係法令に基づく点検

● － ● (6)

小荷物専用昇降機
（ダムウェーター）

・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・関係法令に基づく点検

８　遊戯施設等

－ － ● (1)

遊
戯
施
設
等

コースターその他こ
れらに類する高架の
遊戯施設

・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・関係法令に基づく点検

－ － ● (2)

メリーゴーランド、
観覧車その他これら
に類する回転運動を
する遊戯施設で原動
機を使用するもの

・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・関係法令に基づく点検・関係法令に基づく点検

・関係法令に基づく点検

・関係法令に基づく点検

・関係法令に基づく点検

・関係法令に基づく点検

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。



点検シート（電気設備　1／3）

施設名称 点検実施日

建物名称 点　検　者

● － (1)

高圧負荷開閉器
（気中負荷開閉器）

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・外装等に著しい腐食等が
　ないか。
・専門技術者(点検委託者)
　による点検報告書に改善
　指示事項等があるか。

● － (2)

高圧ケーブル類 ・目視により確認する。 ・ケーブル露出部分にキズ
　等がないか。
・ケーブル保護管類に著し
　い腐食、損傷、変形がな
　いか。

● － (3)

キュービクル
高圧機器
　・変圧器類
　・遮断器等
　・コンデンサ等

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか。

・基礎架台への取付が堅固
　であるか、腐食、損傷等
　がないか。
・外装、キャビネット等に
　著しい腐食、損傷等がな
　いか。
・変色、異音、異臭がない
　か。
・専門技術者(点検委託者)
　による点検報告書に改善
　指示事項等があるか。

－ (4)

自家発電装置の外観 ・目視により確認
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか。

・基礎架台への取付が堅固
　であるか、腐食、損傷等
　がないか。
・装置周囲に油漏れ等が無
　いか。
・燃料配管、冷却水配管の
　接続部に漏洩がないか。
・セル始動用蓄電池に液漏
　れ等がないか。
・ケーブル端子取付部に
　緩みがないか。
・接地線の接続部に一目で
　分かる腐食、損傷又は緩
　みがないか。
・専門技術者(点検委託者)
　による点検報告書に改善
　指示事項等があるか。

－ (5)

計器盤若しくは制御
盤等

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか。

・破損及び損傷等がない
　か。
・専門技術者(点検委託者)
　による点検報告書に改善
　指示事項等があるか。

－ (6)

付属設備
　・オイルタンク
　（サービスタン
　　クを含む）
　・配管類

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか。

・燃料は規定量確保され
　ているか。
・配管類の接続部に漏洩
　がないか。
・専門技術者(点検委託者)
　による点検報告書に改善
　指示事項等があるか。

－ (7)

自家用発電装置の性
能

・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか。

・専門技術者(点検委託者)
　による点検報告書に改善
　指示事項等があるか。

－ (8)

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか。

・排気管、消音器等の変形
　損傷、亀裂があるか。
・専門技術者(点検委託者)
　による点検報告書に改善
　指示事項等があるか。

－ (9)

キュービクル
（充電器盤）

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか。

・外装、キャビネット等に
　著しい腐食、損傷等がな
　いか。
・基礎架台への取付が堅固
　であるか。

－ (10)

蓄電池 ・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか。

・蓄電池に損傷、腐食、
　液漏れ等があること。
・専門技術者(点検委託者)
　による点検報告書に改善
　指示事項等があるか。

－ (11)

キュービクル
（制御盤）

・目視により確認する。 ・外装、キャビネット等に
　著し腐食、損傷等がない
　か。
・基礎架台への取付が堅固
　であるか。

－ (12)

蓄電池 ・目視により確認する。 蓄電池に損傷、腐食、液漏
れ等がないか。

施設コード

建物コード

長期
保全
対象
※１

重点
管理
部材
※２

該当
有無

備　　考
（対策等）

１　電力設備

点検方法 判定基準
異常
有無
※３

異常の内容　※４
番

号

受
変
電
設
備

開閉器の外観

ケーブル露出部分及び保護
管類の外観及び固定

・キャビネットの外観
　及び固定
・高圧機器の外観

部材名称等
（点検場所）

点検事項

蓄電池設置の状況

●

発
電
設
備

自家発電装置の外観及び固
定

・計器類、表示ランプ類、
　スイッチ等の外観

・オイルタンクの外観
　及び固定
・配管類の外観及び固定

・発電機の起動状況
・切替の状況

・排気の状況

●

直
流
電
源
装
置

キュービクルの外観
　　　　　　　及び固定

蓄電池設置の状況

●

無
停
電
装
置

キュービクルの外観
　　　　　　　及び固定

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。



点検シート（電気設備　2／3）

長期
保全
対象
※１

重点
管理
部材
※２

該当
有無

備　　考
（対策等）

点検方法 判定基準
異常
有無
※３

異常の内容　※４
番

号

部材名称等
（点検場所）

点検事項

－ － (13)

そ
の
他
補
助
電
源
等

太陽光発電装置 ・目視により確認する。 ・基礎、架台部分等に著し
　いき裂、腐食、損傷、
　変形がないか。
・架台等のボルトに緩みが
　ないか。
・正常に作動（発電）する
　か。

－ － (14)

風力発電装置 ・目視により確認する。 ・基礎、架台部分等に著し
　いき裂、腐食、損傷、
　変形がないか。
・架台等のボルトに緩みが
　ないか。
・正常に作動（発電）する
　か。

－ － (15)

その他
[　　　　　　　]

・目視により確認する。 著しい腐食、損傷、変形が
ないか。

－ － (16)

分電盤、制御盤 ・目視により確認する。 ・著しい損傷、変形、腐
　食、ぐらつき等がない
　か。
・変色、異音、異臭がな
　いか。

● － (17)

照明器具、懸垂物 ・必要に応じて双眼鏡等を
　使用し目視により確認す
　る。

・著しい錆、腐食、緩み
　変形等がないか。
・変色、異音、異臭がな
　いか。
・点灯に異常がないか。

－ － (18)

スイッチ、コンセン
ト等

・目視により確認する。 ・著しい錆、腐食、緩み
　変形等がないか。
・変色、異音、異臭、
　スパークがないか。

● － (19)

外灯
・照明器具
・ポール

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・転倒、落下の恐れがあ
　る損傷、著しい腐食、
　緩み、変形等がないか。
・タイマー又は自動点滅
　器等の設定に従い点灯
　するか。

● － (20)

航空障害灯 必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・照明器具又は懸垂物に著
　しい錆、腐食、緩み、変
　形等がないか。

－ － (21)

電光掲示板 目視により確認する。 ・器具に著しい錆、腐食、
　緩み、変形等がないか。

● － (22)

避雷設備
・避雷針
・避雷導線類

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・避雷針、避雷導線に腐食
　破損又は破断がないか。

－ － (23)

ロードヒーティング 目視により確認する。 ・制御盤等に異常警報が
　出ていないか。
・融雪している範囲が適
　切であるか。

－ － (24)

電気配管配線
・電線、ケーブル類
・電線管類
・ケーブルラック類

目視により確認する。 ・電線類に傷等がないか。
・電線管、ケーブルラック
　類に著しい腐食、損傷、
　変形、固定の緩みがな
　いか。

－ － (25)

構内配電線路
・電柱、ます類
・ケーブル類
・保護管類

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・電柱、ます等の損傷、
　傾き等はないか。
・ケーブル露出部分に傷
　等がないか。
・ケーブル保護管類に著し
　い腐食、損傷、変形がな
　いか。
・ケーブル保護管類の固定
　に緩みがないか。

● － (1)

・目視により確認する。 ・き裂、損傷、腐食及び取
　付部等に緩みがないか。
・作動に異常がないか。

－ － (2)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・著しい腐食、損傷、変形
　等がないか。
・接合部、取付部に緩みが
　ないか。

－ － (3)

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか。

・アンテナ及び支柱等は
　テレビ共同受信装置に
　同じ。
・支柱、通信線路は構内配
　電線路に同じ。
・専門技術者(点検委託者)
　による点検報告書に改善
　指示事項等があるか。

外観及び固定
作動の状況

外観及び固定

外観及び固定

外観及び固定
作動の状況

テレビ共同受信装置
・アンテナ及び支柱
・増幅器等

外観及び固定
作動の状況

・外観及び固定
・作動の状況

そ
の
他
補
助
電
源
等

・外観及び固定
・作動の状況

外観及び固定

電
灯
設
備

外観及び固定

外観及び固定
※落下防止対策の状況
作動の状況

テレビ電波障害防除装置
・アンテナ及び支柱
・通信線路

外観及び固定
作動の状況

外観及び固定

そ
の
他

劣化及び損傷の状況

作動状況

外観及び固定

外観及び固定

２　情報通信設備

電話設備
※構内交換機（ＰＢＸ）含
む

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。



点検シート（電気設備　3／3）

長期
保全
対象
※１

重点
管理
部材
※２

該当
有無

備　　考
（対策等）

点検方法 判定基準
異常
有無
※３

異常の内容　※４
番

号

部材名称等
（点検場所）

点検事項

● － (4)

非常放送 ・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告において異常がな
　いか確認する。

・き裂、損傷、腐食がない
　か。
・接合部、取付部に緩みが
　ないか。
・専門技術者(点検委託者)
　による点検報告書に改善
　指示事項等があるか。

－ － (5)
一般放送 ・目視により確認する。 非常放送に同じ。

－ － (6)

中央監視装置 ・目視により確認する。 ・損傷、取付部等に緩み
　がないか。
・正常に機能するか。

－ － (7)

駐車場管制装置 ・目視により確認する。 ・損傷、取付部等に緩み
　がないか。
・正常に機能するか。

－ － (8)

表示設備
※情報表示装置

・目視により確認する。 ・損傷、取付部等に緩み
　がないか。
・正常に機能するか。

－ － (9)

誘導支援装置
（音声誘導装置）

・目視により確認する。 ・損傷、取付部等に緩み
　がないか。
・正常に機能するか。

－ － (10)

インターホン ・目視により確認する。 ・損傷、取付部等に緩み
　がないか。
・正常に機能するか。

－ － (11)

入退出管理
（入退室管理装置）

・目視により確認する。 ・損傷、取付部等に緩み
　がないか。
・正常に機能するか。

－ － (12)

電気時計 ・目視により確認する。 ・損傷、取付部等に緩み
　がないか。
・正常に機能するか。

－ － (13)

ＬＡＮ
（構内情報通信網装
置）

・目視により確認する。 ・損傷、腐食等がないか。
・接合部、取付部等に緩み
　がないか。

－ － (14)

映像・音響装置 ・目視により確認する。 ・損傷、取付部等に緩み
　がないか。
・正常に機能するか。

－ － (15)

トイレ等呼出装置
（ナースコール含
む）

・目視により確認する。 ・損傷、腐食等がないか。
・接合部、取付部等に緩み
　がないか。

－ － (16)

機械警備 ・目視により確認する。 ・損傷、腐食等がないか。
・接合部、取付部等に緩み
　がないか。

－ － (17)

監視カメラ ・目視により確認する。 ・損傷、取付部等に緩み
　がないか。
・正常に機能するか。

－ － (18)

構内通信線路 必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・電柱等の傾きがないか。
・ますの損傷、傾き等
　はないか。

－ － (19)

必要に応じて双眼鏡等を使
用し目視により確認する。

・ケーブル露出部分に傷
　等がないか。
・ケーブル保護管類に著し
　い腐食、損傷、変形がな
　いか。
・ケーブル保護管類の固定
　に緩みがないか。

● － (1)

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告において異常がな
　いか確認する。

・損傷、変形等がないか。
・専門技術者(点検委託者)
　による点検報告書に改善
　指示事項等があるか。

● － (2)

自動閉鎖装置
（防火戸）

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告において異常がな
　いか確認する。

・損傷、変形等がないか。
・専門技術者(点検委託者)
　による点検報告書に改善
　指示事項等があるか。

● － (3)

誘導灯 ・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告において異常がな
　いか確認する。

・損傷、変形等がないか。
・専門技術者(点検委託者)
　による点検報告書に改善
　指示事項等があるか。

● － (4)

非常用照明 ・目視により確認
・非常用照明装置の作動を
　確認する。

・損傷、変形等がないか。
〈電池内蔵形〉
・点検ｽｲｯﾁで点灯するか。
・充電ﾗﾝﾌﾟが点灯するか。
〈電源別置形〉
・試験ｽｲｯﾁで点灯するか。

外観及び固定
作動の状況

外観及び固定
作動の状況

外観及び固定

外観及び固定
作動の状況

外観及び固定

外観及び固定

外観及び固定
作動の状況

放
送
設
備

外観及び固定

外観及び固定

そ
の
他

外観及び固定

外観及び固定
作動の状況

外観及び固定
作動の状況

外観及び固定
作動の状況

外観及び固定
作動の状況

電柱、ます類の外観及び固
定

ケーブル、保護管類の外観
及び固定

３　防災設備

自動火災報知設備 外観及び固定
作動の状況

そ
の
他

外観及び固定
作動の状況

外観及び固定
作動の状況

外観及び固定
作動の状況

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。



点検シート（機械設備　1／4）

施設名称 点検実施日

建物名称 点　検　者

１　冷暖房設備

(1)

部材名称等
（点検場所）

判定基準
異常
有無
※３

温水ヒーター
（真空式・無圧式）
　＊無資格ボイラー

・外観及び固定の状況
・作動状況

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・機器本体に、変形、破損
　又は著しい腐食がないか
・機能の著しい低下や異音
　発熱、振動、異臭などが
　ないか。

点検事項 点検方法

ボイラー
（蒸気、温水）
　＊有資格

・外観及び固定の状況
・作動状況

異常の内容　※４

建物コード

長期
保全
対象
※１

重点
管理
部材
※２

該当
有無

備　　考
（対策等）

番

号

－ (2)

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・機器本体に、変形、破損
　又は著しい腐食がないか
・機能の著しい低下や異音
　発熱、振動、異臭などが
　ないか。

施設コード

● －

● －

冷温水発生機
冷凍機

・外観及び固定の状況
・機器の作動状況

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

●

● － (5)

冷
暖
房
熱
源
附
属
機
器

ポンプ類
・空調用ポンプ
・真空給水ポンプユニ
　ットなど

● － (4)

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・機器本体に、変形、破損
　又は著しい腐食がないか
・機能の著しい低下や異音
　発熱、振動、異臭などが
　ないか。
　

・外観及び固定の状況
・作動状況

(3)

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・機器本体に、変形、破損
　又は著しい腐食がないか
・機能の著しい低下や異音
　発熱、振動、異臭などが
　ないか。
　

冷
暖
房
熱
源
機
器

冷却塔 ・外観及び固定の状況
・作動状況

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・機器本体に、変形、破損
　又は著しい腐食がないか
・機能の著しい低下や異音
　発熱、振動、異臭などが
　ないか。
　

・外観及び固定の状況 ・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・機器本体に、変形、破損
　又は著しい腐食がないか
　

・外観及び固定の状況 ・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・機器本体に、変形、破損
　又は著しい腐食がないか
　

オイルタンク
・地下式、地上式
・オイルサービスタ
   ンク

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・機器本体に変形、破損又
　は著しい腐食、さび、油
　のにじみ、霜付き等の漏
　えいの兆候はないか。
・機能の著しい低下(冷えな
　い等)や異音、発熱、振動
　、異臭などがないか。

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・機器本体に、変形、破損
　又は著しい腐食がないか
・機能の著しい低下や異音
　発熱、振動、異臭などが
　ないか。
　

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

● ● (7)

(6)

製缶類
・還水槽（蒸気）
・膨張タンク
・ヘッダー
・熱交換器類　など

● －

● － (8)

空
調
設
備

・外観及び固定の状況
・作動状況

● － (9)

エアコン類
・パッケージ型空調機
・ビルマルチエアコン
・エアコン
・フィルター　など

※フロン排出抑制法に基
　づく点検が別途必要。

空調機器類
・空調機調和機
・ファンコイルユニ
　ット
・フィルター（空気清
　浄装置）など

・外観及び固定の状況
・作動状況

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

暖
房
設
備

・外観及び固定の状況
・作動状況

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・腐食、損傷等がないか。
・機能の著しい低下や異音
　発熱、振動、異臭などが
　ないか。
・機器やフィルターなどに
　埃などがないか。

● － (10)

放熱器類
・ファンコンベクター
・コンベクター
・蒸気用放熱器
・温水パネルヒーター
　など

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。



点検シート（機械設備　2／4）

部材名称等
（点検場所）

判定基準
異常
有無
※３

点検事項 点検方法 異常の内容　※４

長期
保全
対象
※１

重点
管理
部材
※２

該当
有無

備　　考
（対策等）

番

号

－ － (12)

外気の取入口、排気口 ・目視により確認する。 ・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。

－ － (14)

風道（ダクト） ・目視により確認する。 ・風道の接続部に損傷が
　ないか、空気が漏れて
　いないか。
・取付が堅固か。

● － (18)

・天井扇
・換気扇（壁）
・熱交換型換気扇
　（ロスナイ）

・目視により確認する。 ・機器の損傷がないか、
・取付が堅固であるか、
・著しい腐食、損傷等がな
　いか。

● － (21)

冷
暖
房
配
管

配管類
・蒸気、温水、冷温
　水、冷却水、油
　など

・目視により確認する。 ・変形、破損又は、著しい
　腐食がないか。

－ － (23)

排煙風道との接続 ・目視により確認する。 ・接続部に破損又は変形が
　ないか。

(11)

暖房機器類
・ＦＦストーブ
・遠赤外線暖房機
・電気ヒーター
・床暖房　　など

・外観及び固定の状況
・作動状況

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・腐食、損傷等がないか。
・機能の著しい低下や異音
　発熱、振動、異臭などが
　ないか。
・機器やフィルターなどに
　埃などがないか。

－ －

暖
房
設
備

(13)

給排気口、居室内空気
の取入口

・取付の状況
・作動の状況

・目視により確認する。

(16)

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

換
気
設
備

・取付の状況

－ －

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・機器本体に破損又は著し
　い腐食がないか。
・異音、振動、発熱ががな
　いこと。

● －

送排風機、外調機 ・外観及び固定の状況
・作動の状況

－

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・器具本体に破損又は著し
　い腐食がないか。
・器具本体及び感知器との
　連動に作動不要がないこ
　と。

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

－ (15)

防火ダンパー等 ・外観及び固定の状況
・作動の状況

・変形、腐食等がないか。
・機能の著しい低下や異音
　発熱、振動、異臭などが
　ないか。

・設置の状況
・作動の状況

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・給排気口の通気不良がな
　いか。

・取付の状況

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・断熱材が脱落、破損して
　いないか。
　

● －

－ (17)

調理室等の換気設備
・排気筒
・排気フード
・煙突●

(19)

自
動
制
御

・外観及び固定の状況 ・目視により確認する。

自動制御盤 ・外観及び固定の状況
・作動の状況

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

(20)

中央監視盤 ・外観及び固定の状況
・作動の状況
（排煙設備の制御及び作
　動状況の確認を含　）

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・基礎架台への取付が堅固
　であるか、著しい腐食が
　ないか。
・異音や振動がないか。
・予備電源による作動不良
　がないか、
　（燃料があるか）など

・変形、腐食等がないか。
・機能の著しい低下や異音
　発熱、振動、異臭などが
　ないか。
・制御又は作動状況の確認
　ができるか。

● －

・劣化及び損傷の状況

● － (22)

排
煙
設
備

・接続の状況

－ －

・設置の状況
・作動の状況

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・排煙機との連動に作動不
　良がないか。
・排煙口に通気不良がない
　か。

(24)

排煙口 ・取付の状況
・作動の状況

排煙機（機械排煙）

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。



点検シート（機械設備　3／4）

部材名称等
（点検場所）

判定基準
異常
有無
※３

点検事項 点検方法 異常の内容　※４

長期
保全
対象
※１

重点
管理
部材
※２

該当
有無

備　　考
（対策等）

番

号

－ － (25)

手動開放装置（操作機
器等）

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、腐
　食、損傷等がないか。
・作動不良がないか。

－ － (27)

排煙風道（ダクト）と
の離隔（可燃物）

・目視により確認する。
（必要により巻尺等で
　測定）

・断熱材に欠損又は損傷が
　ないか。
・可燃物と15cm以上の離
　隔距離があるか。

－ － (32)

給気風道 ・目視により確認する。 ・接続部に空気漏れ、破損
　又は変形がないか。

２　衛生設備

● － (1)

ポンプ類
・加圧給水ポンプ
・ブースターポンプ
・揚水ポンプ　など

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、腐
　食、損傷等がないか。
・異音、発熱、振動、異臭
　などがないか。

● － (2)

タンク類
・受水槽
・高置水槽

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、漏水等がない
　か。

● － (3)

給湯用ボイラー
（真空式・無圧式）

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・異音、発熱、振動、異臭
　などがないか。

－ － (5)

ガス湯沸器の煙突及び
給排気部の構造

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・腐食、漏水等がないか。
・煙突に排気を妨げるもの
　はないか。
・他の排気とつながってい
　ないか

● － (7)

貯湯タンク
（鋼板製、SUSなど）

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、腐
　食、損傷等がないか。

排
煙
設
備

・目視により確認する。

・外観及び固定の状況
・作動の状況

－ －

・接続部及び吊りボルトの
　取付が堅固か、変形若し
　くは破損がないか。
・排煙風道に変形、破損又
　は、著しい腐食がないか
　

(26)

（

隠
蔽
・
埋
設
部
分
は
除
く
）

排煙風道（ダクト） ・外観及び固定の状況

・断熱の状況及び可燃物
   等との離隔

－ － (28)
排
煙

防火ダンパー ・劣化及び損傷の状況
・作動の状況

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・破損又は、著しい腐食が
　ないか。
・器具本体に作動不良がな
　いか。
・感知器との連動に作動不
　良がないか。

－
排
煙

排煙口、給気口 ・取付の状況
・作動の状況

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、著
　しい腐食、損傷等がない
　か。
・排煙機との連動に作動不
　良がないか。
・排煙口に通気不良がない
　か。

－

－

排煙設備（特殊な構造の排煙設備）

－ (29)

－ (30)

● (31)

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・基礎架台への取付が堅固
　であるか、著しい腐食が
　ないか。
・異音や振動がないか。
・予備電源による作動不良
　がないか、
　（燃料があるか）など

（

隠
蔽
・
埋
設
部

分
は
除
く
）

給気風道 ・外観及び固定の状況 ・目視により確認する。 ・接続部及び吊りボルトの
　取付が堅固か、変形若し
　くは破損がないか。
・変形、破損又は、著しい
　腐食がないか。

・接続の状況

給
水
設
備

・外観及び固定の状況
・作動状況

・外観及び固定の状況

排
煙

給気送風機 ・設置の状況
・作動の状況

(6)

電気給湯器
給
湯
設
備

－

・外観及び固定の状況
・作動状況

－ － (4)

ガス湯沸器 ・外観及び取付の状況
・作動状況

－

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・腐食、漏水等がないか。
・異音、発熱、振動、異臭
　などがないか。

・腐食及び漏水の状況

・外観及び固定の状況

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・腐食、漏水等がないか。
・異音、発熱、振動、異臭
　などがないか。

・外観及び取付の状況
・作動状況

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。



点検シート（機械設備　4／4）

部材名称等
（点検場所）

判定基準
異常
有無
※３

点検事項 点検方法 異常の内容　※４

長期
保全
対象
※１

重点
管理
部材
※２

該当
有無

備　　考
（対策等）

番

号

● － (8)

熱交換器
（蒸気ー温水など）

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、腐
　食、損傷等がないか。

－ － (10)

排水槽
（汚水、湧水など）

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・漏水がないか。

● － (11)

排水ポンプ
（水中ポンプ）

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、腐
　食、損傷等がないか。
・異音、発熱、振動、異臭
　などがないか。

● － (12)

排水管（間接排水） ・目視により確認する。 ・水飲器や滅菌器などの機
　器排水管に、直接連結さ
　れていないか、損傷がな
　いか。

● － (13)

浄化槽
（合併・単独式）

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・マンホールの割れ、変
　形、ぐらつきがないか。
・漏れがないか。

－ － (14)

衛
生
器
具

衛生器具 ・目視により確認する。 ・取付が堅固であるか、損
　傷等がないか。

● － (15)

消
火
設
備

消火設備
・屋内消火栓
・スプリンクラー
・特殊消火　など

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・腐食、損傷等がないか。

● － (16)

医療ガス設備
・アウトレット
・供給源機器　など

・関係法令に基づく点検
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・関係法令に基づく点検

● － (17)

厨房設備 ・目視により確認する。 ・取付が堅固であるか、損
　傷等がないか。

● － (18)

衛
生
配
管

配管類
・給水
・給湯
・排水
・油　　など

・目視により確認する。 ・腐食又は漏水がないか。

● － (9)

給湯循環ポンプ

給
湯
設
備

・外観及び固定の状況

・外観及び固定の状況
・作動状況

・目視により確認する。
・専門技術者による点検
　報告書において異常が
　ないか確認する。

・取付が堅固であるか、腐
　食、損傷等がないか。
・異音、発熱、振動、異臭
　などがないか。

排
水
設
備

・漏水の状況

・外観及び固定の状況
・作動状況

・間接排水の状況

・外観及び固定の状況
・作動状況

・取付の状況

・外観及び固定の状況

特
殊
な
設
備

・関係法令に基づく点検

・外観及び固定の状況

・腐食及び漏水の状況

※１　「●」：長期保全計画対象部材
※２　「●」：重点管理項目部材
※３　点検結果の異常の有無を記入。　「レ」：異常なし　　「×」：異常有り
※４　異常の箇所、部材の状況等を記入し必要に応じて詳細内容（箇所図、状況写真等）を添付する。


